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地域課題の解決に向けた、共同募金「テーマ型募金」の活用特集

ボランティア・市民活動のコーディネーター・リーダー等推進者のための

浜田市では、市内25地区中10地区
で高齢化率が50%を超えており、住民
同士の顔の見える関係づくりが課題と
なっていました。そうしたなか、浜田市
社会福祉協議会（以下、市社協）では、
無理をせず、誰もが少し意識をすれば
できるような「ゆるやかな見守り」を広
げようと、“ふくしの学び合い”に力を
注いでいます。
   「例えば、毎日カーテンを開け閉めし
たり、玄関を網戸にしたりするだけで
も、ご近所同士の顔が見え、声をかけ合
う機会が増えるので、日々の安心につな
がります。こうした、毎日の生活の延長
でできる、ゆるやかな見守りの考え方を
地域に浸透させることが大切だと考え
ました」と田邨さんは語ります。

このような見守り方法は、もともと地

域で自主的に実践されていたものでし
た。そこで各地区を担当する生活支援
コーディネーター及び介護予防コー
ディネーターによるチームで、地域の
よい事例を集め、実際に取材をして5
分程度の動画やチラシを作成し、高齢
者向けサロンや小中学校での福祉教育
学習、企業・団体での研修・講演会など、
折々で鑑賞・配布の機会を設けました。
  「口で説明するよりも、映像などを見
てもらう方が伝わりやすく、インパクト
もあります」と田邨さんが語るように、
地域からの反響は上々で、民生委員・
児童委員などの関係者からも「参考にな
る」といった声が多く寄せられました。

さらに、各地区のサロンなどではオリ
ジナルの「ゆるやかな見守りすごろく
ゲーム」も実施しています。マスごとに

「隣の家に郵便物がたまっている！ 　こ
んなときにはどうする？」といった具合
にお題が出され、すごろくを楽しみなが
ら見守りの大切さや実践的な行動が学
べる仕組みで、市街地版や中山間地版
など、地域ごとにバリエーションを用意
しています。

また、車などに貼ることのできる活動
ロゴマークのマグネットを作成・配布
するなど、地道に普及・啓発を続けてき
たことで、賛同の輪は着実に広がりをみ
せています。

田邨さんは「市社協は『わが家のよう
な地域づくり』をめざしています。その
実現に向け、これからも皆で考え、学び
合う、一生涯の福祉教育を継続していき
たいです」と力強く目標を語ってくれま
した。

地域に「ゆるやかな見守り」の輪を広げる“ふくしの学び合い”
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全国社会福祉協議会社会福祉
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福祉教育わたしたちの実践



公益財団法人公益推進協会「柴田義男 千惠子基金」助成募集（2022年2月20日締切）
この助成事業は日成化成株式会社の寄付を活用して、子どもの健全育成に資する事業をサポートするもの。経済的困難をかかえた子どもや
その家族を支援対象とする団体に助成を行い、活力あふれ個性豊かな子どもたちの未来を明るいものにするための支援を行う。

（詳細は「柴田義男 千惠子基金」事務局で検索）

助成情報

特 集

地域課題の解決に向けた、
共同募金「テーマ型募金」の活用
　毎年１～ 3月に取り組まれる赤い羽根共同募金運動「テーマ型募金」は、地域の福祉課題をテーマにもつ団体が、都
道府県共同募金会と協働して、課題解決の必要性を広くアピールしながら自ら募金の協力を呼びかけるもので、寄付
者が使いみちを選択できる新しい募金の仕組みです。 寄せられた寄付金は共同募金会から当該団体の支援活動に全
額助成（事務経費を除く）され、課題解決につながる財源として活用されることで共同募金運動を活性化させています。
　今回は、社協（VC）が共同募金会と連携し、地域課題の解決につながるテーマ型募金等の実施についての事例と取
り組みの様子を紹介します。

緊急事態宣言中、子どものいる家
庭にお弁当を提供する活動を開始

1985年の設立以来、地区社協は食を
中心にした支援活動を得意とし、数々の
ユニークなイベントを展開してきました。
公民館で月に一度開催する高齢者向け
の手作りランチが好評の「ふれあい食事
会」は、20年以上続く活動であり、地域
のあひる公園で行う、手作りカレーをふ
るまう「わくわくフェスタ」は、子どもた
ちにも人気の通算24回を数える、地域
で定着した行事となっています。

しかし緊急事態宣言が出された2020
年の春、活動の多くを一時的に休止せ
ざるを得なくなりました。学校は一斉休

校になり、親たちは毎日三食のごはんを
つくったり、勉強をみたり、遊び相手に
なったりと、子どもの世話で大変そうに
していました。

そこで母親たちの負担を少しでも軽
減できるよう、子どものいる家庭にお弁
当を配るというアイデアが浮上しました。
にわかに立ち上がったプロジェクトでし
たが、1日でも早く実施できるよう、協
力してもらえる業者を探したり、チラシ
をつくったり、受け渡しの方法を考えた
りと、役員一同奔走しました。また、地
区社協には、「地域の子どもたちのため
に使ってほしい」と預かった寄付金があ
り、その寄付金を活動費に充てることと
しました。

こうして、近隣の６か所の店でお弁
当をつくってもらうこと、月水金の週
３日の開催とすること、メールで予約
を取り、お弁当を所定の場所へ子ども
たちに受け取りに来てもらうことなど
が決まりました。「お弁当を取りに行く
ことが家から出るきっかけになり、つ

食を通した支援を得意とする地区社協が、テーマ型募金の活用で活
動費を確保。若い世代の協力を得てスマホ相談会を開催し、世代を
超えた住民同士のつながりを築く

奈良県奈良市・鳥見地区社会福祉協議会
　奈良市北西部に位置する鳥見地区は、鳥見小学校を中心とする丘陵に広がる標高
の高い住宅地で、UR富雄団地を含み約3,200世帯、約7,000人が暮らしています。
高齢化が進んでいるものの、地域活動が活発な地域です。
　市内に46か所ある地区社協の一つ、鳥見地区社会福祉協議会（以下、地区社協）
では、14名の役員とともに総勢80名のスタッフが活動しています。地区社協が取
り組んだ「テーマ型募金」の活動について、その経緯をお話しいただきました。

事例
1

会長　松
まつ

本
もと

 弘
ひろ

子
こ

さん
役員　奥

おく

村
むら

 麻
ま

希
き

子
こ

さん／熊
くま

谷
がい

 智
とも

子
こ

さん／杭
くい

 康
やす

子
こ

さん
石
いし

原
はら

 倫
とも

子
こ

さん

鳥見地区社会福祉協議会 奈良市社会福祉協議会左から
石原さん、奥村さん、
松本さん、杭さん、熊谷さん

「おふくわけランチプロジェクト」では、お弁当
を指定場所まで取りに来てもらった
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「お金をまわそう基金の助成事業」（2022年2月28日必着）
任意団体を除く非営利団体が行う非営利活動・公益事業のうち、当財団が対象とする分野で活動している事業。対象となる分野は子ども、
スポーツ、文化・伝統技術、地域経済・地域社会。（詳細は「公益財団法人お金をまわそう基金」で検索）

助成金情報

いでにひと言でも会話を交わす機会に
してもらえたらとのねらいもありまし
た」と松本さんは語ります。

感謝の言葉を受けプロジェクトを
延長、延べ 3,500 食を提供

３週間ほどの準備期間を経て、緊急
子どもプロジェクト「おふくわけラン
チ」の実施が始まりました。寄付金で
まかなえたのは8回だけでしたが、利
用した保護者へ行ったアンケートには、

「とても助かった」「精神的にも救われ
た」と、たくさんの感謝の言葉が寄せ
られたといいます。

そこで地区社協では急きょ役員会を
開き、延長を決定しました。追加の活
動費を立て替えてもらうなどしながら、
1ヵ月に計14回、トータルで約3,500
食分のお弁当を提供しました。

地区社協にとって、このプロジェク
トは大きな意義があるものとなりまし
た。これまで関わりがやや薄かった地
域の子育て世代や子どもたちと直接つ
ながることができたからです。地区社
協の活動は、役員だけでなく食事ボラ
ンティアをはじめとする地元団体の協
力を得て成り立っていますが、関係者
の高齢化が進んでいます。若い世代は
共働き世帯が多く、地域活動に参加で
きる人は少ないのが現状です。奥村さ
んは、「次世代へバトンをつなぐとき、
今のままの手法で活動を続けていくの
は難しいでしょう。地域に住む多世代
の人たちを巻き込んで、皆に少しずつ
当事者になってもらうしかないと思っ
ていました」と、胸の内を語ります。

「奈良県ぴ〜すぺ〜すプロジェクト」
に参加し、募金活動を行う

2020年の夏、奥村さんは、奈良県共
同募金会のテーマ型募金「奈良県ぴ～す
ぺ～すプロジェクト」が参加団体を募集
していることを知り、「地区社協の活動
の周知啓発に使えるのではとひらめい
た」と語ります。すぐに役員内で話し合
い、参加が決まったものの、「寄付金の
使いみち」が問題となりました。

多世代でのアイデアミーティングを
重ね決まったのが、屋外の地域食堂「青
空食堂」と、インターネットを使ってレ
シピなどの情報を発信する「トリミレシ
ピ」の２つの柱から成る「食を通して笑
顔あふれる街づくり“トリミ食リンク”」
と名付けた活動です。プロジェクトの
実施期間となる2021年1月～3月の3か
月間は、地域のボランティアが作成し
たチラシを地区内に全戸配布し、募金
活動を行いました。同時に、郵便局な
どに募金の振込用紙を置かせてもらっ
たり、共同募金のしくみについて子ども
たちと一緒に考え駅前で街頭募金を行
うなど、地域への働きかけを重ね、最
終的に約36万円の寄付が集まりました。

地区社協の活動の周知が進み、 
スマホ質問会の開催を実現

募金活動を続けるうち、地域の子育
て世代から、「自分たちも何か協力し
たい」「高齢者向けのスマートフォン教
室をやってみたい」と声があがりまし
た。高齢者のなかには、スマートフォ
ンの操作に不慣れな人が少なくありま
せん。そのため地区社協では利用者と
の連絡手段にメールを使うこともでき
ませんでした。

子育て世代からの提案はまさに渡り
に船であり、すぐに準備に取りかかり
ました。「業者ではなく、子どもたちの
保護者世代が先生役であるところがポ
イントです。同じ地域に住む住民同士
ですから、これからも顔を合わせるこ
ともあるでしょうし、新たなつながり
が生まれるきっかけになればいいなと
思いました」と奥村さん。

2021年8月の日曜日に、1回目の「ス
マホなんでも質問会」を開催しました。

開始前から入口で待つ人が出るほどの
盛況ぶりで上々の評判を得て、以後、
質問会は２か月に一度のペースで開催
されています。

テーマ型募金への参加で得た貴重な
体験と、地区社協の活動への思い

奥村さんは当初掲げていた青空食堂
とトリミレシピの実施について、「コロ
ナ禍でも開催できる工夫をしながら、
実現に向け準備を進めています」と熱
意を持って語ります。

役員の皆さんは、「地区社協の活動
が楽しい」「誰かのためではなく、自分の
ために取り組んでいる」と、口をそろえ
ます。地区社協に参加してまだ日が浅い
という杭さんは、「以前は地域活動のこ
とも近所の人のこともよく知りません
でした。今は、地域の人とのつながり
の大切さをつくづく感じます」と、活
動への喜びをにじませます。

令和２年度のぴ～すぺ～すプロジェ
クトには、奈良県内から他に２団体が
参加していましたが、どちらもすでに
しっかりと活動を継続しており、活動
資金を確保することが参加の目的でし
た。しかし地区社協の場合は、当初は
具体的な計画がなく、手探りの状態で
の取り組みでした。しかし「地域の全
住民に声をかけることができ、協力し
てくださる人もたくさんいて、そのこ
とが心の支えになりました」と奥村さ
んは振り返ります。

最後に熊谷さんは、「参加しなければ、
自分で街頭に立って募金を呼びかける
体験をすることもなかったかもしれま
せん。コロナ禍だからこそ初めての挑
戦や発想の転換があり、新たな風が生
まれたと思います」と語ってくれました。

「まちづくり作戦会議」に参加した小学生ととも
に、駅前や街頭で募金活動に立つ。

スマホなんでも質問会の会場の様子。感染予防の
ため、間隔を開けて机を配置した。
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公益財団法人　洲崎福祉財団「令和 3 年度下期 障害児・者に対する自立支援活動（難病含む）への助成」（2022 年 2 月 28 日締切）
主な対象は、営利を目的としない法人格を取得している団体であり、障害児･者の自立と福祉向上を目的とした各種活動や障害児･者に対する
自助・自立の支援事業を行っている団体。（詳細は「洲崎福祉財団」で検索）

助成金情報

少子高齢化と 
地域福祉活動計画

地区社協では、2006年から2年間
をかけて「駒越地域福祉活動計画」
を策定しました。この頃駒越地域で
は、小学生の数が20年前の3分の2ま
で減り、高齢化率は27％を超えるな
ど、少子高齢化が進んでおり、その
傾向は今後より強くなるであろうこ
とが予想されていました。こうした
事態を見越した地区社協が、来るべ
き課題に対応することを目的につく
られたのがこの計画です。

この活動計画をもとにして、「誰も
が駒越に住んでいてよかった」と思
えるまちづくりをめざして地区社協
が取り組んだ生活支援には、主に2つ
の活動がありました。1つは掃除やゴ
ミ出し、病院送迎などをボランティ
アで支える「支援活動員（ボラン
ティア）派遣」、もう1つが「買い物
支援」でした。

地区社協として 
買い物支援を始める経緯

買い物支援事業の主な対象者は、
①急斜面の高台に住む高齢者　②商

店が遠い場所に住む高齢者　の2つで
す。駒越地区ではかつて高台に造成
された住宅地の住民の高齢化が進み、
公共交通機関の運行便数も少なく、
日常生活物資の買い物に困難をかか
えた住民が増えており、支援のニー
ズが高まっていたのです。

この地区では、民間のスーパー
マーケットが2008年からマイクロバ
スで巡回送迎を行い、高齢住民の買
い物をサポートしていました。しか
しこの活動も、企業として採算が合
わないことから2010年には取りやめ
となり、改めて買い物支援の必要性
が認識されるようになりました。

そこで2012年、地区社協では、静
岡県共同募金会からの助成金を得て8
人乗りワゴン車1台を購入し、週3回
の買い物支援活動を自分たちで再開

することとしました。またその後、
駒越地区内のショッピングモール

（ベイドリーム清水）への巡回が追加
されました。

2015年には、静岡市へ要望した結
果、「地域交通弱者対策事業」制度が
施行されることになり、この制度を
利用することにより、2016年からは
地区社協の買い物支援事業にも補助
金が出ることになりました。そのた
め、それまでは利用者が200円を負
担していた送迎は無償になったので
す。

買い物支援にテーマ型募金が 
役に立つのでは

また2016年からは、静岡県共同募
金会のテーマ型募金（使途選択募金）
に駒越地区の買い物支援事業が参加す
ることになり、この仕組みを利用して
資金を集められるようになりました。
この募金のおかげで、ガソリン代や車
検代、修理費用などワゴン車の維持費
や運転手への謝礼などをまかなうこと
が可能になりました。

現在、静岡県ではテーマ型募金は
「赤い羽根課題解決プロジェクト募
金」という名称で実施されています。

地域住民の足として活躍するワゴン車は、共同募
金の助成を受けて購入された

高齢化の進む地域で、地区社協がワゴン車を購入し住民を店舗へ送迎
する買い物支援事業を展開。共同募金会のテーマ型募金を利用して活
動維持費にあてる

静岡県・NPO法人駒越地区社会福祉協議会
　静岡県静岡市清水区の駒越地区は、富士山や駿河湾を望める風光明媚なまちです。
イチゴや枝豆栽培の農地の一方で、名勝日本平の裾野の傾斜地に住宅地が広がりま
す。現在は約8,000人、3,000世帯余りが暮らしています。
　今回は、駒越地区社会福祉協議会（以下、地区社協）がテーマ型募金を実施して展
開する買い物支援事業を紹介します。交通事情に課題のある高齢化地域で求められ
る支援と、それを実現する仕組みはどんなものか、地区社協のお二人にお話をうか
がいました。
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特定非営利活動法人日本NPOセンター「ナイキ・コミュニティ・インパクト・ファンド（NCIF）助成プロジェクト」募集(2022年2月28日締切)
スポーツ用品メーカーのナイキと協働し、社会的困難がある当事者の方々が身体を動かす活動に対し、「ナイキ・コミュニティ・インパクト・
ファンド(NCIF)」として助成を実施。従来の競技スポーツに限らず、運動遊びやヨガ、ウオーキングなど身体を動かすアクティビティも対
象。そのほか初めてスポーツにチャレンジする団体の応募も可能。（詳細は「日本NPOセンター」で検索）

助成金情報

共同募金と同様の税制上の優遇措置
に加えて、寄付者が募金の使い道を
選べることで、身近な地域の活動へ
の関心や理解も高くなります。テー
マ型募金を利用することになった経
緯について、地区社協の朝比奈さん
は次のように語ります。
「この募金の存在については、以前

に県社協から聞いたことがありまし
た。買い物支援の活動を具体的に進
めていくなかで、この仕組みが役に
立つのではないかと気づき、検討の
結果、当時の社協の会長が『まずは
とにかく1回やってみよう』と提案し
て、利用することになったのです」。

住民の理解が支える 
テーマ型募金

駒越地区でも、募金は主に地域住
民から集めています。初年度は回覧
板を利用して地域に募金を呼びかけ
ました。翌年からは、年に一度、振
込用紙付きの募金要請のチラシによ
り、地域の自治会などの協力を得な
がら、駒越地区の全世帯（現在、約
3,000世帯）へ戸別配布をしています。
それと同時に地区内に所在する企業
を訪問して募金への協力依頼も行っ
ています。

募金活動期間は3か月、初年度には
約25万円、翌年度からは毎年約40万
円の寄付が100人前後の住民から寄
せられています。

このようにコンスタントに募金が
集まっていることについて、朝比奈
さんは「買い物支援活動が地域に認
知され、理解が広がったため、活動
に賛同してくださる方が、毎年募金

をしてくださっているおかげだと思
います」と分析しています。

コロナ禍で存在感を増す 
地区社協のワゴン車

現在、買い物支援は、週4日（火・
水・木・金曜）、1日に2～５便が運行
しています。地域の民間スーパー
マーケットが2021年1月に閉店した
ため、利用する店舗はベイドリーム
清水だけになりました。現在の乗降
地点は15か所、登録利用者は約50人、
延べ利用者数は年間で2,000人超と
なっています。

これまで地区社協では、住宅街の
一戸建て家屋を改装の上、「住民サロ
ンこまごえ」「ボランティアセンター
こまごえ」を設置し、地区福祉活動
の拠点として、また、地域の身近な
相談窓口として、住民の困りごと解
決のために取り組んできました。朝
比奈さんはボランティアセンターこ
まごえのボランティアコーディネー
ターとして定期的に拠点で活動する
とともに、堀さんをはじめ、地区社
協役員も活動を積極的に進めてきま
した。

しかし、昨年来のコロナ禍の影響
で、地区社協でも多くの活動が休止
せざるを得なくなりました。買い物
支援事業も2020年12月からやむを
得ず休止となりましたが、2021年10
月から再開することとなりました。

「再開でき、利用者の皆さんには喜ん
でもらえたと感じます。外に出て、
買い物ができるお店に行く。それだ
けでも大きな刺激になっているよう
です」と朝比奈さんは語ります。一

人当たりの利用はむしろ増えたそう
です。引きこもりがちになる傾向が
より強くなってしまったコロナ禍で、
高齢者にとって買い物支援のワゴン
車はさらに意義ある存在になってい
ます。

福祉を止めることなく 
新たな課題に対応

地域の高齢化にいち早く対応して
きた地区社協ですが、今後の活動に
ついて、現会長の堀さんは「利用者
もさらに高齢になり、車の乗り降り
や荷物運びも大変です。今は運転手
の方が厚意からお手伝いしてくれて
いますが、今後の運転手の確保も課
題です」と語ります。住民を一人も
取り残さぬよう、福祉全般の見直し
を防災に強い自治会などと連携して
進めていく予定です。
「ふだんから地域の方たちとのつな

がりを大事にしていますが、コロナ禍
でもそれを断ち切ってはいけません。
見返りは求めていません。利用者の

『ありがとう』のひと言があれば続け
られます」と朝比奈さんは笑顔を見
せます。また、「福祉の仕事は責任も
大きいですが楽しみながらでないと
継続できません。オンオフの切り替
えも大切です」とも語ります。

なお、地区社協では2013年にNPO
法人を取得しました。「企業などの団
体から寄付を受けるのに有利では」と
の判断からです。実際にNPO法人化し
たことで、事務作業が煩雑などといっ
た面もありました。今後、新たな課題
に直面した際には、その価値が試され
ることになるかもしれません。

高齢化が進むにつれ、利用者にとっては車の乗り
降りも容易ではなくなる

住民の毎日を支える買い物支援の意義は、今後さ
らに大きくなることが予想される

車内でのコミュニケーションも、利用者の楽しみ
の一つになっている
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人の心身に大きな影響を与える
グリーフ。その存在を実感して
活動を開始
さえずりの杜は「グリーフケア」の実
践や啓発を行う団体です。加藤さんは「私
達は、大切な人との死別や離職、重い病
気といったかけがえのないものを失うこ
とで生まれる愛惜や深い悲しみ（グリー
フ）を人間の自然な営みとして大事にし
ています」と話します。「グリーフケア」は、
その悲しみと向き合い、自分のぺースで
受け入れていく道のりに寄り添いサポー
トしていくことを指します。日本では、従
来、地域のつながりや葬儀・法要の中に
その役割は根付いていました。昨今、相
次ぐ大災害や事故、少子・高齢化などさ
まざまな社会的変化に伴い、再びグリー
フケアの重要性が広がりつつあります。
加藤さんは、精神科の看護師であった
頃、患者さんが抱える疾患の背景に喪失
体験があるケースが少なくないことを知
り、その方の根幹にある深い悲しみや苦
悩へのケアの大切さを実感するようにな
りました。また、患者さんの死後、グリー
フを抱える遺族との関係が途絶えること
に、もどかしさも感じていたと言います。
「グリーフによって心身のバランスを崩
す前に気軽に立ち寄れる場所が地域にあ
れば」との思いから、2018年9月にグ

リーフカフェをスタートしました。

毎月1回、同じ悲しみを抱く人
たちが癒やされる場所として	
カフェを実施
グリーフカフェは、毎月1回2時間、

市民交流センターで開かれています。参
加者は2〜 7名ほどで、個別での傾聴
だけでなく、パステル・ひょうたん、花
材を使ったアート体験も提供していま
す。参加者自身の気持ちに合わせて過ご
し方を選択でき、気軽に参加できる環境
づくりを心がけています。最近では、ハー
プの生演奏を行うこともあります。演奏
者は傾聴を受けた女性で、今度は自分が
同じ思いの人たちを癒やしたいと参加し
ています。ハープ演奏だけを聴いて「あ
りがとう」と帰る人もおり、原田さんは
「同じ悲しみを抱える人たちと、場所や
時間を共有するだけで癒やされることも
あること、そして、そういう場所の大切
さを実感しています」と話します。

「普段、心がぐらぐらしているような
感覚ですが、ここに来ると落ち着きます」
との参加者の声もあるなど、さえずりの
杜は、少しずつグリーフを抱える人たち
の居場所となっています。

「悲しみへのやさしいまなざし」
を増やして、生きやすい地域へ

「高齢化が進み、グリーフケアの重要
性はより高まっていくと思います。身体
的な理由などで外出が難しい場合は1人
でグリーフを抱える人も増えるでしょ
う」と加藤さんは語ります。松田さんも
「そんな人たちをサポートするためにも、
地域にグリーフケアの視点が増えていく
ことが求められます」と語ります。
生産性が重視され、「前へ」と生きる

ことが求められがちな現代社会では、グ
リーフを表に出しにくい雰囲気があると
いいます。しかし、加藤さんは「グリー
フのなかには、愛しさや大切なつながり
が隠れています。だからこそ、その悲し
みが大切にされ、あるがままに受け止め
られる『悲しみの居場所』として、さえ
ずりの杜を続けていきたいです」と展望
します。
地域が、そして私たち一人ひとりが悲

しみへのやさしいまなざしをもてる社会
に向けて、さえずりの杜の活動はこれか
らも続いて行きます。

アジア社会福祉従事者研修　修了生福祉活動ショートビデオ（2021年度）公開中（全社協国際部）
アジア社会福祉従事者研修の修了生たちは、コロナ禍にあり制限が多いなかでも、創意工夫を凝らしながら、人々の健康や暮らしを
支えるエッセンシャルワークに取り組んでいる。2021年度の修了生福祉活動助成事業の実施状況をショートビデオでお届け。（詳細は

「全社協　国際福祉」で検索）

公開情報

愛知県半田市
ボランティア団体 さえずりの杜

Ch
all
eng
e

社会課題に挑む
第9回

本コーナーでは、社会変化がもたらす、さまざまな社会課題を解決するためにチャレンジす
るボランティア・NPO、社会福祉施設などの事例紹介を通して、ボランティアの可能性
と社協ボランティアセンターの役割を考えます。

さえずりの杜は、地域の人が抱える「喪失の悲しみ」と向き合ってきました。毎月開催
するグリーフカフェは、2021年11月で34回目の開催となり、そこから見えてきたのは
「悲しみの居場所」の必要性でした。

地域に悲しみの居場所を。
喪失による孤独感を軽く

活動開始：2018年
半田市社会福祉協議会の助成を受け、死別などの悲しみを抱える人を対象に「グリーフカ
フェ」を実施（グリーフケアに関する講座なども行う）。半田市自殺予防対策悩み事相談窓
口では、「居場所」としての役割を担当。看護師や臨床宗教師

※

などの8名で運営にあたる。

※臨床宗教師…被災地や病院、福祉施設などの公共空間において、悲嘆や苦悩をかかえる人の心のケアに取り組む宗教者。特定の宗教や宗派に限定せず、布教を目的としない。

施設
紹介

代表・看護師	 加
か

藤
と う

 昌
ま さ

子
こ

さん

看護師	 原
は ら

田
だ

 美
み

智
ち

代
よ

さん

当事者	 松
ま つ

田
だ

 健
け ん

二
じ

さん
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「伝わる」を助ける！
コミュニケーターとしての
キャラクター戦略

1	キャラクターに動きを加える

社協キャラクターは、多くの社協で誕
生しています。
広報紙（誌）（以下、広報紙）やホー
ムページ等へ掲載することで、目をとめ
る存在になり得ますが、ロゴやマークと
しての活用に留めておくのは、もったい
ないと感じます。
公募もしくはデザイナーに依頼し社協

や地域の方々と選考したキャラクターに
は、想いが詰まっていると思います。だ
からこそ、キャラクターに動きを加え、多
くの場面で活躍してもらいたいものです。
社協・福祉をイメージするだけでなく、
地域性（オリジナル）が加わった社協キャ
ラクターが、その後どのように活躍する
か。私が社協キャラクターを構想する際、
地域を走り回ったり、お辞儀をしたり、
赤い羽根を持ったりなど、動くことを意
識します。
動くことを意識すると、様々な展開が
考えられますが、そのためには、キャラ
クターの生みの親である作者との連携は
不可欠です。
前号に記述した通り、社協の広報担当

者は兼務という現状があり、挿入するイ
ラストを探すだけでも、時間が経過します。

そんな時、動きを加えた社協キャラク
ターが役立ちます。

2	キャラクターを育てる

大阪府柏原市社協キャラクター「ほの
ぼのちゃん」は、原画が手描きのため、
複雑な動きを加えることが困難でした。
そのため、原作者了解のもとイメージ

を崩さぬようブラッシュアップしました。
ブラッシュアップすることで、動きを

加えやすいようにバランスを整え、パソ
コンで加工が出来るようになります。
この依頼は、フリーイラストではなく、

社協キャラクターを活用していきたいと
いう柏原市社協の想いから始まりました。
私も「イラスト協議会」というフリー

イラストを運営していますが、フリーイ
ラストより社協キャラクターで表現する
方が、地域性（オリジナル）が生まれます。
ただし、それはキャラクターの認知度

によります。社協キャラクターは、全国規
模の認知度までは必要ありませんが、地
域住民に認知してもらうことが大切です。
認知度を高めるためには、広報紙や

ホームページ等で積極的かつ継続的な露
出が必要になります。社協名とキャラク
ター名も付記し、社協キャラクターであ

ることも併せて伝えましょう。
また、社協キャラクターを誕生だけに

留まらず、背景や物語を加えながら、わ
が町の愛着のあるキャラクターに育てて
いくという視点が大切です。

3	キャラクターも広報担当者

イメージキャラクターと表記すること
がありますが、社協がキャラクターに求
めるものは、イメージ向上よりも、地域
住民や関係機関と社協をつなぐコミュニ
―ケーションの効果ではないでしょうか。
SNS等をキャラクター目線で発信した

り、広報紙の編集後記をキャラクターが
担当したり、キャラクターが表現、発言す
ることで、優しくてやわらかい、伝わりや
すい情報となる場合があります。これは、
キャラクターだからこそ発揮するコミュニ
ケーションの効果です。
また、社協組織内におけるキャラクター
の役割を共有し、まずは社協職員が愛す
る社協キャラクターにする必要がありま
す。インナーコミュニケーション

※
を活性化

するきっかけとしても、キャラクターは効
果的ではないでしょうか。
これらはキャラクターに、コミュニケー
ターとしての能力があるとも言えます。
だからこそ、社協キャラクターも一人
の社協職員・広報担当者として扱い、一
部の職員だけによる偏った活用ではなく、
全職員があらゆる場面で活用し育てて
いくと、社協キャラクターは
活躍し「伝わる」を助ける
存在になると思います。

ノウハウを学ぼう！を必見！
仕掛け人！

ボランティア情報　2021年12月号

ボランティア・市民活動において、地域で多くの仕掛けづくりに取り組む皆さんの実践
には、活動を進めるヒントや学びがたくさんあります。
このコーナーでは、元社協職員で現在福祉を分かりやすく伝える親しみやすい印刷物、
ホームページ等の制作を行うPrintコーディネーターの代表、窄口さんから「社協の広
報」についての実践的なポイントとノウハウをお話いただきます。第２回は、社協キャ
ラクターを通した社協の広報についてお話いただきました。

の巻

『月刊福祉』2022年1月号（全社協出版部）価格1,068円（本体971円）
特集は、「社会福祉法人のこれから ― 社会福祉事業法施行から70年を機に考える」。社会福祉事業法の施行から70年を機に、社会福祉法人は、
これから福祉的な課題にどう対応していくか、何が求められるのか、確認する 。（詳細は「福祉の本出版目録」で検索）

書籍紹介

Printコーディネーター（兵庫県三田市）
代表兼チーフデザイナー

窄
さ こ

口
ぐ ち

真
し ん

吾
ご

さん

熊本県山都町社協
キャラクター「しゃく
りん」は、3頭身に
近いバランスにしまし
た。お辞儀や指し棒
を持つなど動きを加
えて活躍しています。

「ほのぼのちゃん」は、お年寄
りによりそったり、電話対応も
するキャラクターに成長しまし
た。具体的な行動を表現する
ことで、存在感が高まります。

※インナーコミュニケーション…組織内でのコミュニケーションのこと。同僚との会話や会議、組織内に向けた広報活動など。組織力の向上を目的としている。

次回へ
つづく

原画

しゃくりん

ほのぼの
ちゃん

➡
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未来の豊かな“つながり”のための全国アクション
（以下、全国アクション）ホームページでは、2020年
5月以降、全国各地のボランティア・市民活動を中心
にコロナ禍での取り組みを紹介しています。

現在も、感染症拡大が懸念され地域福祉活動にも影響が出ている状況が続いていますが、そのようななか
でも各地でつながりを絶やさない実践が進められています。これまで掲載した事例は、200を超えました。

全国アクションホームページでは、コロナ禍での地域福祉活動の継続を応援するため、事例の掲載を続けて
います。各地で創意工夫のもと展開されている、“つながり”を維持する活動や、新たな“つながり”を創り出す
活動等をぜひご紹介ください。コロナ禍での取り組みを共有し各地につながりの輪を広げていきましょう。

事例紹介のイメージ

①タイトル、②団体名、③活動の内容（記載内容例）
・活動を始めたきっかけや思い、活動のねらい
・活動の内容、参加者・対象者、場所（対象エリア）、時期・時間、周知方法、
　連携している団体
・活動の際、感染防止のためにやっていること、工夫

④活動の効果
・やってみて「よかったこと」「難しかったこと」
・関わった人からの反応　　・課題やこれからの予定
・“つながり”の活動をしている（しようとしている）人へのメッセージ

⑤活動の様子がわかる写真、活動団体等のリンク先
・掲載する写真の枚数は2〜7枚をお送りください。

応募方法 
左記「事例紹介のイメージ」を参考に
wordデータで原稿を作成し、活動の
様子がわかる写真の画像データとと
もにメール添付にてご応募ください。
　

■応募先メールアドレス 　　
　vc00000@shakyo.or.jp

■メールの件名
　「全国アクション事例応募
　　　　　　　　（○○社協）」

  次号の特集は（予定） 

「 つながりを切らさない！
 　　福祉まつりをボランティア活躍の場に 」

コロナ禍により、全国各地で毎年開催していた福祉まつりは、感染症拡大の懸念から中止や延期となることも少なくあり
ませんでした。その一方で、地域住民がつながる場、ボランティア活躍の場としてオンラインを用いて福祉まつりを継続・
復活させるなど、関係者の熱い思いで地域のつながりを切らさないよう努力を続けているところもあります。

次号の特集では、困難な時代にこそ笑顔と元気を届ける福祉まつりの実践と実施に向けた工夫をご紹介します。

掲載事例 が200を超えました！！
コロナ禍での地域福祉活動をご紹介ください

いつも読者アンケートに
ご協力いただき、
ありがとうございます。

右のQRコードを携帯電話で読み込んでいただくと
アンケート回答記入フォームが開きます。今月の紙
面の感想やお勧めの実践などご紹介ください。

事例応募に関わる詳細は
「地域福祉・ボランティア情報ネットワーク」
（https://www.zcwvc.net/）をご参照ください。

掲載事例の確認は
「つながり全国アクション」
（https://tunagari-action.jp/）をご参照ください。
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